
統合失調症患者の退院先について 
 

○ 統合失調症患者の平成２０年９月の１月間の推定退院患者数は１２．９千人であり、そ

の７３．６％に当たる９．５千人が家庭に戻り、１５．５％に当たる２千人が他の病院や

診療所に転院しています。 

 

 
                                             （単位：千人） 

 

 

退院先 

平成２０年９月における統合失調

症による入院患者の推定退院患者

数 

（カッコ内は総数に対する割合） 

【参考】 

平成２０年９月における精神疾患によ

る入院患者の推定退院患者数 

（カッコ内は総数に対する割合） 

家庭 ９．５（７３．６％） ３３．０（７２．８％） 

他の病院・診療所に入院 ２（１５．５％） ５．５（１２．１％） 

介護老人保健施設に入所 ０．１（ ０．８％） １．３（  ２．９％） 

介護老人福祉施設に入所 ０．１（ ０．８％） １．０（  ２．２％） 

社会福祉施設に入所 ０．６（ ４．７％） １．３（  ２．９％） 

その他（死亡・不明等） ０．６（ ４．７％） ３．２（  ７．０％） 

総数 １２．９        ４５．３ 

平成２０年患者調査 
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医療計画への精神疾患に関する記載の追加について 
 
 
○ 精神疾患の患者数が、現行の「４疾病」の患者数よりも多くなっていること等を踏まえ、精神疾患を
医療計画に記載すべき疾病に追加し、地域において求められる医療機能、各医療機関の機能分担や連携
体制を明確化、各都道府県における精神疾患に関する医療提供体制の整備を進めることとしている（平
成２５年４月から計画を実施）。 

 

 

「医療計画について」（平成 24 年 3 月 30 日付け医政発第 0330 第 28 号） 抜粋 

２ 医療連携体制について  
（２）医療計画に定める疾病に新たに追加された精神疾患の医療体制の構築にあたっては、以下の目的を

達成するために、医療機能に着目した診療実施施設等の役割分担の明確化などを通じて、発症から診断、
治療、地域生活・社会復帰までの支援体制を明示すること。  

 
① 住み慣れた身近な地域で基本的な医療支援を受けられる体制を構築すること。  
② 精神疾患の患者像に応じた医療機関の機能分担と連携により、適切に保健・福祉・介護・生活支援・
就労支援等のサービスと協働しつつ、総合的に必要な医療を受けられる体制を構築すること。  

③ 症状が多彩にもかかわらず自覚しにくい、症状が変化しやすい等のため、医療支援が届きにくいとい
う特性を踏まえ、アクセスしやすく、必要な医療を受けられる体制を構築すること。  

④ 手厚い人員体制や退院支援・地域連携の強化など、必要な時に入院し、できる限り短期間で退院でき
る体制を構築すること。  

⑤ 医療機関等が提供できる医療支援の内容や実績等についての情報を積極的に公開することで、患者が
医療支援を受けやすい環境を構築すること。  

-
 2
5
 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

既存の遺伝子解析装置を所有する研究

者又は共同利用可能な研究者により解

析を推進する。 

難病対策に関する行政的課題に関する研究

疾患横断的に病因・病態解明 

革新的診断・治療法を開発 

・希少性（患者数５万人未満） 

・原因不明 

・治療方法未確立 

・生活面への長期の支障 

の４要素を満たす疾患から選定し原因究

明などを行う 。対象疾患は１３０疾患。 

難病に関する研究の概要 

難治性疾患克服研究事業 
８０億円 

難病・がん等の疾患分野の
医療の実用化研究事業 
（難病関係研究分野） 

２０億円 

難治性疾患克服研究班に登録されて
いる患者の臨床データを利用し、拠点

施設と連携した研究を推進 

臨床調査研究分野 

４要素を満たす疾患のうち臨床調査研究分野

に含まれないものであって、これまで研究が行

われていない疾患について、実態把握や診断

基準の作成、疾患概念の確立等を目指す。  

 

 

 

 

 

研究奨励分野 
（平成２１年度～）

※ 対象疾患  

  平成２１年度：１７７疾患  

  平成２２年度：２１４疾患  

  平成２３年度：２３４疾患  

  平成２４年度：２３４疾患（平成２４年８月末現在）  

重点研究分野 
     （平成８年度～） 

横断的基盤研究分野 
    （平成８年度～） 

その他 

（平成２３年度～） 

難治性疾患患者 
遺伝子解析経費 

【一般公募型】 

難病の遺伝子解析を総合的に進めるた

め、５拠点施設において解析を推進する。  

・京都大学  IgG4 関連疾患  

      混合性結合組織病等  

・東京大学  神経疾患等  

・東北大学  小児遺伝性疾患等  

・成育医療センター 炎症性腸疾患等  

・横浜市立大学 骨系統疾患等 

平成２４年度予算 １００億円 

※外国人研究者の招へいや外国への日本人研究者派遣により、  

海外との研究協力及び連携を推進する。 

次世代遺伝子  
解析装置導入経費  

【拠点公募型】 
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